
この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

再生紙を使用しています。

編集と発行（毎月１５日発行）高梁市総務部企画課�
〒７１６―８５０１岡山県高梁市松原通２０４３　電話０８６６（２１）０２１０　ホームページアドレス http://www. city. takahashi. okayama. jp/

一 . 

洪
水
時
に
流
下
し
て
く
る
の
は
転
石
、
立
木
、

家
屋
で
、
こ
れ
ら
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
の
が
木

橋
で
あ
る

二 . 

流
下
し
て
き
た
立
木
、
家
屋
、
木
橋
な
ど
が
桁

や 
橋  
脚 
に
漂
着
・
集
積
し
て
一
種
の
ダ
ム
と
な

き
ょ
う 

き
ゃ
く

り
被
害
を
大
き
く
し
た

三 . 

川
床
を
大
き
く
洗
掘
し
た

四 . 

洪
水
時
は
平
時
と
異
な
っ
た
流
路
を
と
る

　
 
復  
興 
橋
梁
に
は
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を 
活 
か
し
て
四

ふ
っ 

こ
う 

い

つ
の
共
通
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一 . 

永
久
橋
と
す
る

二 . 

桁
下
高
さ
を
取
る
、 

支  
間 
長
を
大
き
く
す
る

し 

か
ん

三 . 

根
入
れ
を
大
き
く
す
る
、
岩
着
さ
せ
る

四 .  
橋 

き
ょ
う 

台 
位
置
、
橋
脚
方
向
を
検
討
す
る

だ
い

　

高
梁
川
に 
架 
か
る
玉
川
橋
、
方
谷
橋
、
田
井
橋
、

か

中
井
橋
、
総
社
市
の 
水  
内 
橋
、
新
見
市
の
井
倉
橋
は

み
の 

ち

全
て 
下  
路 
橋
。
構
造
物
の
下
に
人
や
車
が
通
る
通
行

か 

ろ

路
が
あ
り
ま
す
。
増
水
時
で
も
流
木
な
ど
が 
橋  
桁 
の

は
し 

げ
た

下
に
掛
か
る
こ
と
が
な
く
、
橋
が
流
出
す
る
危
険
度

を
低
く
す
る
た
め
で
す
。
今
回
は
、
室
戸
台
風
の
復

興
橋
梁
か
ら
高
梁
市
川
面
町
と
高
倉
町
を
結
ぶ
田
井

橋
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

流
出
前
の
田
井
橋
は
四 
径  
間 
の
ト
ラ
ス
と
木
の
複

け
い 

か
ん

合
橋
梁
で
し
た
。
四
径
間
と
は
橋
脚
を
三
つ
持
つ
構

造
。
ト
ラ
ス
は
三
角
形
を
連
続
さ
せ
て
橋
に
か
か
る

荷
重
を
分
散
さ
せ
る
骨
組
で
す
。
復
興
橋
梁
は
一
九

三
七
年
に 
竣 

し
ゅ
ん 

工 
し
、
川
面
町
側
を
鋼
下
路
ラ
ン
ガ
ー

こ
う

ト
ラ
ス
、
高
倉
町
側
を
単
純
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
の

二
径
間
と
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
と
は
ラ
ン

ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
下
路
ア
ー
チ
と
、
ト
ラ
ス
の 
併  
用 

へ
い 

よ
う

橋
。
田
井
橋
の
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
は
支
間
長　

・　
８８

２８

ｍ
。
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
は

最
も
単
純
な
鉄
製
の
橋
で
、
明
治
の
鉄
道
橋
梁
か
ら
発

達
し
ま
し
た
。
復
興
田
井
橋
の
橋
脚
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
。
上
流
側
に
は 
水  
切 
り
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ず 

き

　

優
雅
な
曲
線
を
描
く
ラ
ン
ガ
ー
と
ト
ラ
ス
は
共
に

リ
ベ
ッ
ト
接
合
。
リ
ベ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
た
の
は
昭

和
三
〇
年
代
ま
で
、
そ
れ
以
降
は
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
と

溶
接
に
替
わ
り
ま
す
。
構
造
物
の
製
造
年
代
を
推
定

す
る
場
合
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
橋
梁
に
は
そ

の 
素 す 
性 

じ
ょ
う

を
し
ら
せ
る 
銘  
板 
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
田

め
い 

ば
ん

井
橋
の
銘
板
に
は
、
桜
田
機
械
製
作
所
と
播
磨
造
船

所
の
名
前
が 
陽  
刻 
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
う 

こ
く

　

六
月
。
蛍
の
飛
び
交
う
時
刻
、
田
井
橋
の
上
か
ら

高
梁
川
を
な
が
め
て
く
だ
さ
い
。
岸
辺
に
無
数
の
光

が
ひ
し
め
き
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
と
き
ど
き

静
か
に
川
を
横
切
り
ま
す
。
四
囲
の
緑
に
溶
け
込
ん

だ
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
橋
は
、
時
間
や
季
節
を
超
え
た

美
し
さ
で
道
行
く
我
々
を
魅
せ
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

アーチとトラスを川面に映す田井橋。その姿は、橋の形状・色が相まって豊か
な自然と響きあっているように思えます。近代化遺産や鉄道遺産を見て歩く
時、ここで立ち止まることが贅沢に思えます。

リベット止めは昭和 30年代までの接合方法。規則正し
く並んだリベットも、田井橋を美しく見せる要因ではな
いでしょうか。個人的には文化財登録して保存していた
だきたい近代化遺産のひとつです。

高
梁
の

近
代
化
遺
産
�

　

一
九
三
四
年
の 
室  
戸  
台  
風 
で
は
岡
山
県
内
の

む
ろ 

と 

た
い 

ふ
う

 
橋  
梁 

き
ょ
う 

り
ょ
う

二
千
八
百
五
十
六
が 
被  
災 
し
、
高
梁
川
水
系
の
橋
も

ひ 

さ
い

そ
の
多
く
が
流
出
し
ま
し
た
。『
岡
山
県
の
近
代
化
遺

産
�
岡
山
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
（
岡
山

県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）』
は
、
室
戸
台
風
の

も
た
ら
し
た 
洪  
水 
が
次
の
教
訓
を
残
し
た
と
記
し
て

こ
う 

ず
い

い
ま
す
。

田
井
橋 
（
川
面
町
・
高
倉
町
）


